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健康な生活 ・ 学習習慣 ・ 仲間との活動
自己理解、自己肯定感 や 有用感などを育む生活

学校生活 を とおして、土台をつくります。

・学校生活を知る
・生活に慣れる

自分で決める
自分で考える

できることを拡げる
一人でできる

・挑戦する

1-1 高等部でめざすもの



1-2 高等部の生活

・様々な実態の生徒と共に学ぶ

・いろいろな学習グループでの授業

・生徒同士の関わりの中で

共に学びあい、成長しあう。

・卒業後の 社会接続 に向けての

大切な準備期間



①集団活動の中で自分を感じ、
「自」と「他」の意識を広げる ３年間。

②社会へつながる
意識を高め、準備を始める ３年間。

③社会のルール、所属先のルールへ
目を向け、意識を広げていく３年間。

＜小さなフィールドから大きなフィールドへの移行期＞

1-3 高等部の生活



部 門

学部・年

肢体不自由
教育部門

知的障害

教育部門
訪問教育 合 計

生徒数 生徒数 生徒数 生徒数

高等部

１ 年 1 １４ １5

２ 年 15 1 16

３ 年 4 4

合 計 １ ３３ 1 ３５

２ 令和６年度 高等部在籍生徒数

児童・生徒数 （令和6年５月1日現在）



校舎配置図
2階平面図

３ 令和６年度 高等部教室配置



令和６年度　高等部　週日課表（知的障害教育部門） 令和６年度　高等部　週日課表（知的障害教育部門）
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日常生活の学習

（給食準備・配膳）

日常生活の学習

（給食準備・配膳）

日常生活の学習

（給食準備・配膳）

日常生活の学習

（給食準備・配膳）

日常生活の学習

（給食準備・配膳）

体力づくり

作
業

【学部授業】
1～3年生合同

【作業】 ４つ班編成

【合同授業】

合同の縦割り
２～４グループ

【学年授業】
生活Ⅰ、Ⅱ
音楽・美術

←【午前中】

４-1 高等部の授業(時間割と各授業)
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社会
体育

理科
社会
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12:20

12:35

13:05

13:10

14:00

14:10

14:35 日常生活の学習

（健康観察

日常生活の学習
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日常生活の学習
（給食片付け・歯磨き）
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（給食片付け・歯磨き）

日常生活の学習
（給食片付け・歯磨き）
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・生徒会

※隔週

作業清掃 清掃

日常生活の学習

（健康観察）

日常生活の学習

（健康観察）

日常生活の学習

（健康観察）

下校　　　１５：００

帰りの会 帰りの会 帰りの会 帰りの会 帰りの会

作
業

総
合

←【午後】

4-2 高等部の授業(時間割と各授業)

国語
数学
情報

国語
数学
情報



【学部授業】
・体力づくり、作業、総合、
LHR/生徒会委員会活動

→高等部全体で1～3年生合同で行います。
総合は中学部と合同で行います。

【合同授業】

・国語・数学・情報

・理科・社会
・体育

→１～３年合同の縦割り４グループで学習
します。実態に応じたグルーピングを行
いながら、展開します。

→１～３年合同の縦割り２グループで学習
します。体育は中学部と合同で行うグ
ループがあります。

【学年授業】

・生活Ⅰ、生活Ⅱ

・音楽、美術

→学年毎に行い、暮らしや日々の生活の事柄や
進路や将来に関することの学習を積み上げ
ていきます。

→音楽・美術は２、3年生合同実施します。
※知的障害教育部門・肢体不自由教育部門
合同で行います。

4-3 高等部の授業①

学習グループの形態について



【作業】

①エコロジー班、②クラフト班、③喫茶班、④美化・清掃班

の４班を構成しています。

・生徒の実態やねらいを考慮し、所属を決定します。
（4月の開始から1か月くらいは、調整期間としています。）

【日常生活】
・朝の会、帰りの会、給食（準備、配膳、片付け）、着替え等、

LHR、清掃などを学級毎に行います。

＊特徴①・・・３学年縦割りの班編

＊特徴②・・・１年ごとに所属班を見直す

4-4 高等部の授業②

学習グループの形態について



クラフト班

喫茶班

エコロジー班

美化・清掃班



4-５ 高等部の授業③

自分のできることを増やしていく授業

→「国語・数学・情報」、「理科・社会」、「体力づくり」

豊かに充実した生活を見つける授業

→「音楽」、「美術」、「体育」、「LHR」

自分にあった「暮らし方」や「働き方」を見つける授業

→「生活」、「総合(コース選択)」、「作業」、「生徒会活動」

その他に同好会活動や競技会参加、作品出展、

コンクール応募などもできます。



5-1 本校の進路支援

１年生は 「知る」

２年生は 「挑戦する」

３年生は 「決定する」

入
学

自
身
の卒
進業
路

「知る」

基礎的な力

「挑戦する」
身につけた

力を使う

「決定する」
自分で決める
自己理解

働く気持ちを
育てる

経験を
積み重ねる

自己決定



・日常の学習
・進路学習

現場実習

作業学習

それぞれの

めざす進路へ校内実習

具体的な場面を設定し、 実際的な活動を通して
総合的に学習していく。

進路支援① 社会接続に向けた日々のつながり

「知る」 「挑戦する」 「決定する」

5-２ 本校の進路支援(基本的なおさえ)



5-3 進路支援について（進路実現に向けて）

健康な生活 ・ 学習習慣 ・ 仲間との活動
自己理解、自己肯定感や有用感などを育む生活

学校生活をとおして、土台をつくります。

・日常の学習
・進路学習

現場実習

作業学習

それぞれの
めざす進路へ

校内実習



令和３年度 令和４年度 令和5年度

就 職
（職業訓練機関を含む） 4 0 ３

福祉事業所 15 9 ９

その他 0 2 １

合計 19 11 １３
単位（人）

5-４ 進路支援について（卒業後の進路）



令和６年度の実施例

・年度初め・・・ 令和６年５月７日(火)～10日(金)

・前期末・・・・・ 令和６年9月11日(月)・12日(火)・13日(水)

・後期末・・・・・ 令和6年2月19日(月)・20日(火)・21日(水)

家庭や学校での様子の情報交換

および、個別教育計画の確認等を行います。

個別懇談…年間３回を予定

6 保護者の皆さまとともに



7-1  1年間にかかる費用について
★諸費 17,365円/年 3回に分けて引落しを行う。

・口座引落し（ゆうちょ銀行）

・4月→・学級費 1,200円 ・教材費 3,000円

・生徒会費 100円 ・防災費 300円

・PTA会費 2,400円 ・災害給付掛金 1,935円 他

・7月→・宿泊学習費3,000円 ＋ 給食費 他

・9月→・教材費3,000円 ・PTA会費2,400円 他

※それぞれ、引落しの手数料１０円がかかります。
※7月は給食費を合算した額を表示しています。

４月： 8,945円 ７月：13,160円 ９月： 5,400円 合計 17,365円



7-2 給食費 （令和6年度の例）

 給食費 1食￥390×184回 （年間回数）

・ 5 月 21,450円（55回）

・ 7 月 11,310円（29回）

・10月 21,840円（56回）

・ 1 月 17,160円（44回）

合計 71,760円

4回に分けて引き落としを行います。



8 特別支援教育就学奨励費について

特別支援学校へ通う児童・生徒の保護者に対し、
経済的負担を軽減し、教育の機会均等を図ること
を目的とした支援制度。

通学費
学用品
購入費

給食費

現場
実習費

修学
旅行費

校外活動
等参加費

世帯の収入額等によって支弁区分が決まります。



9 通学服について

本校では「標準服」と言います。

「標準服」着用の機会は次の場面です。

① 学校の儀式的行事（入学式、卒業式、始業式、終業式、修了式）

② 校外学習(進路学習)

③ 進路に関する活動 （実習の事前・事後面接、実習中の通勤等）

 感覚過敏などで着用が難しい場合は個別に対応します。



１０ 通学方法について

◇通学方法

→①公共交通機関利用

②自家用車（保護者の送迎） 等

③スクールバス（注１

※自転車通学はできません。

(注１： 基本的に小中学部児童生徒の乗車が優先となります。

現在、運行コースによって、定員を満たし、調整を
必要とするコースがあります。

◇高等部では、自立と社会参加に向けて 自力通学 をおすすめします。



スクールバス

学校までの

案内図

津久井支援学校

11   学校へのアクセス

【利用交通機関】

◆ JR中央線 「相模湖駅」から徒歩25分

「 相模湖駅 」から 神奈中バス利用の場合

「 三ヶ木（みかげ） 」行き「 相模湖大橋（さがみこおおはし） 」下車 徒歩 10分

◆橋本,城山,津久井 方面からは 「 三ヶ木（みかげ） バス停 」 乗換え

「 相模湖駅 」行き「 相模湖大橋（さがみこおおはし） 」 下車 徒歩 10分

※千木良（ちぎら）経由のバスは「相模湖大橋（さがみこおおはし） 」を 通りません。


